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１．緒言 

EAST(中国科学院 等離子体物理研究所、中

国）では、壁調整運転の一環としてとしてリチ

ウム被覆が行われる[1]。リチウムは容易に水

素同位体や酸素と結合するため[2]、プラズマ

真空容器中の水素同位体軽減効果が得られ、密

度制御に対する有効なツールの一つとなって

いる。早朝（プラズマ放電が開始される前）に

リチウム壁調整は実施され、広くプラズマ対向

壁に対して被覆されると想定されている。実験

日のプラズマ実験開始直後（朝）と、同実験開

始から約 10 時間を経た後では水素リサイクリ

ング挙動が顕著に変化し[3]、一因としてリチ

ウムの水素捕捉効果の変化も報告されている。

第一壁上での残留リチウムに関する分析結果

はあるが[4]、ダイバータ板表面の分析は未着

手で、残留リチウムの空間分布とダイバータス

トライクポイントとの関係およびその周辺で

の重水素蓄積分布の考察はこれまで行われて

いない。 

そこで、本研究ではダイバータ上の重水素お

よびリチウムの空間分布の実測を行い、リチウ

ム膜への重水素蓄積について報告する。 

２．実験方法 

 EAST 上部ダイバータとして使用されていた

タングステンターゲットを取外し、その後グロ

ー放電発光分光装置（GD-OES）により組成分析

を行った。分析装置で設置ができるようターゲ

ットの一部を分離し、図（左側）で示すように

約 20 cm の長さのターゲットにサイズダウン

し、これに対し直接 GD-OES を使って分析を行

った。図(右側)は EAST における標準的な Upper 

Single-Null（USN）配位である。小さなタングス

テンタイルが 20 個連なっており写真上部から

1-20 の番号を付けた。うち、タイル 6 から 8 が

右側で示す配位でダイバータストライクポイ

ント位置に相当する。 

３．結果 

 GD-OES 分析に基づくリチウムおよび重水素

の空間分布の結果から、ダイバータ部で広くリ

チウムは検出された。重水素残留量は位置依存

性が著しいことが分かった。詳細はポスターに

て。 
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図（左）EAST から取り外したダイバー

タターゲット（右）標準的な USN 配位 


